
判定

判定２０１５－６０００１７

福岡県福岡市博多区東光２丁目７番２５号
請求人 株式会社　正興電機製作所

福岡県福岡市早良区百道浜三丁目８番３３号　福岡システムＬＳＩ総合開発セ
ンター
代理人弁理士 羽立　幸司

福岡県福岡市早良区百道浜三丁目８番３３号福岡システムＬＳＩ総合開発セン
ター
代理人弁理士 羽立　章二

福岡県福岡市早良区百道浜３丁目８番３３号　福岡システムＬＳＩ総合開発セ
ンター７０１　知的財産綜合事務所　ＮＥＸＰＡＴ
代理人弁理士 峰　雅紀

東京都港区南青山５－１２－２４　シャトー東洋南青山４０８
代理人弁理士 園田　敏雄

東京都千代田区内幸町１丁目１番３号
被請求人 東京電力　株式会社

滋賀県大津市粟津町４番７号　近江鉄道ビル５Ｆ　楠本特許事務所
代理人弁理士 楠本　高義

滋賀県大津市粟津町４番７号　近江鉄道ビル５階　楠本特許事務所
代理人弁理士 三雲　悟志

京都府京都市中京区御池通富小路西入る東八幡町５８５番地
被請求人 不二電機工業　株式会社

滋賀県大津市粟津町４番７号　近江鉄道ビル５Ｆ　楠本特許事務所
代理人弁理士 楠本　高義

滋賀県大津市粟津町４番７号　近江鉄道ビル５階　楠本特許事務所
代理人弁理士 三雲　悟志

　上記当事者間の特許第４１５００２８号の判定請求事件について、次のと
おり判定する。

結　論
　イ号図面及びその説明書に示す「端子台」は、特許第４１５００２８号発
明の技術的範囲に属しない。

理　由
第１　請求の趣旨
　本件判定請求の趣旨は、イ号説明書及びイ号説明図に示す端子台（株式会
社正興電機製作所製の端子台、形式：ＡＴＳ－１４Ｃ、以下「イ号物件」と
いう）が、特許第４１５００２８号の請求項７に係る発明の技術的範囲に属
しない、との判定を求めるものである。
　



第２　本件特許発明
　特許第４１５００２８号の請求項７に係る発明（以下、「本件特許発明」
という。）は、特許明細書及び図面（以下、「本件特許明細書等」とい
う。）の記載からみて、その特許請求の範囲の請求項７に記載されたとおり
のものと認め、その構成要件を分説して記載すると次のとおりである。
　
「（Ａ）両側に締結用のねじ穴を持つ短冊状の導電端子と、該導電端子を保
持する絶縁ユニットとを有する端子台において、
　（Ｂ）該絶縁ユニットに、圧着端子の外形形状を規制して該圧着端子が誤
挿入される圧着端子挿入口部に該圧着端子がセットできないように突出して
いる突出部が設けられ、
　（Ｃ）該突出部は、前記導電端子を挟んで絶縁する隔壁から突出し、該隔
壁間の片側または両側に設けられた圧着端子誤挿入規制用のガイドリブ部で
あって、該ガイドリブ部は、その上面部が手前側で高く奥側で低いテーパ状
に形成されている端子台。」
　
第３　イ号物件
１　判定請求書に添付された「イ号説明書」には、以下の事項が記載されて
いる。
（１）「【イ号物件の名称】　端子台」（イ号説明書１ページ２行）
　
（２）「【イ号物件の説明】
　株式会社　正興電機製作所が製造販売している端子台（型式番
号：ＡＴＳ－１４Ｃ）は、添付のイ号説明図（図１、図２－１、図２－２及
び図３）に示すものである。」（イ号説明書１ページ３ないし６行）

（３）「イ号物件は従来技術の端子台の構造を基本とするものであり、上段
端子台Ｉと下段端子台IIを備えている。」（イ号説明書１ページ８及び９
行）
　
（４）「上段端子台Ｉは隔壁ｗ１によって仕切られた多数の圧着端子挿入部
ｊを備えており、各圧着端子挿入部ｊにねじ付き座金１０があり、当該ねじ
付き座金１０は板ばね１１によって上方に付勢されている。そして、そのね
じ１２はＭ５（外径５ｍｍ）であり、導電端子１３のネジ穴１３ａに螺合さ
れる。
　また、下段端子台IIも同様に隔壁ｗ２によって仕切られた多数の圧着端子
挿入部ｊを備えており、各圧着端子挿入部ｊにねじ付き座金１５があり、こ
のねじ付き座金１５は板ばね１１によって上方に付勢されている。そして、
そのねじ１７はＭ４（外径４ｍｍ）であり、導電端子１８のねじ穴１８ａに
螺合される。
　上段端子台Ｉの基本構造は従来周知のもの（例えば、特開
２００１－５２７７６号公報のもの）と同じであり、その隔壁ｗ１から端子
挿入部ｊに向けて突出部２０が突出されている。そしてこの突出部２０の平
面形状は円柱体を縦に半割にしたようなほぼ半円柱状のもので、その奥側部
分で導電端子１３を押さえている。そして、この突出部２０の上面は水平面
でありその導電端子１３上面からの高さは３ｍｍであり、当該上面は上記ね
じ１２の下端面とほぼ等しい高さ位置にある（図１（Ｂ－１）参照）。
　圧着端子２の圧着端子挿入部ｊへの挿入が不完全であると圧着端子２の一
部が上記突出部２０の上面に乗り上げた状態になり、圧着端子２は正規位置
にないことが上記ねじ１２の締め付け段階で感知されるので、これにより、
不正規位置で締めつけられるのが未然に回避される。」（イ号説明書１ペー
ジ１５行ないし２ページ９行）
　
（５）「他方、下段端子台IIのねじ１７はＭ４であり、導電端子１８のねじ
穴１８ａに螺合される。下段端子台IIの隔壁ｗ２から圧着端子挿入部ｊに向
けて突出部２１が突出されており（図２－１（Ｂ）参照）、当該突出部２１
の平面形状は楕円柱体を半割にしたようなほぼ半楕円（より正確には「円
弧＋水平直線＋斜線によるもの）状のもの（図２－２（Ｂ）参照）であり、
その側面形状は高さが高い前側半部２１ａと低い奥側半部２１ｂとで構成さ
れている。この突出部２１の形状の詳細は図３（Ａ）に示すとおりであ
る。」（イ号説明書２ページ１２ないし１８行）



　
（６）「突出部２１の前側半部２１ａの上面は上方に凸の円弧状上面（曲率
半径Ｒ：２ｍｍ）２１ｆであり、奥側半部２１ｂの上面は水平面２１ｇであ
る。前側半部の高さＨは３ｍｍ、奥側半部２１ｂの高さｈ１は２ｍｍ、厚さ
ｔは１ｍｍである。また、突出部２１の奥行き長さＬ：７．７ｍｍ、前側半
部２１ａの奥行き長さＬ１： ２．７ｍｍ、前側半部２１ａ下面の奥行き長
さＬ２：３．３ｍｍである。
　そして、この奥側半部２１ｂは奥側に大きく延びていて長い範囲で導電端
子１８を上から押さえている。
　そして、上記ねじ１７の下端面と突出部２１の高さ方向の位置関係は次の
とおりである。すなわち、突出部２１の前側半部２１ａの円弧状上面２１ｆ
の曲率半径の中心は当該突出部の前側端から少し（偏心量ｅ：１ｍｍ）だけ
奥側にある。したがって、当該円弧状上面２１ｆの頂点より前側は少し前下
がりの曲面であり、奥側は奥側に大きく後下がりの曲面である。そして、当
該円弧状上面２１ｆの頂点は上記ねじ１７の下端面よりほぼ０．４ｍｍ高
く、反対に、奥側半部２１ｂの水平上面２１ｇは上記ねじ１７の下端面より
もほぼ０．６ｍｍ低い（図３参照）。」（イ号説明書２ページ２０行ないし
３ページ７行）
　
（７）「圧着端子が下段端子台IIの圧着端子挿入部ｊの入り口に、例えば少
し前下がり（上向き）の傾斜状態で挿入されると、圧着端子２は当初、突出
部２１の入り口の円弧面に線接触して支持され、その後、接触位置を奥側に
移動させながら後側下がり（下向き）になり、適宜の下向きの傾斜角度でね
じ１７の下側に向けて挿入されていく（図３（Ｂ）参照）。」（イ号説明書
３ページ１５ないし１９行）
　
（８）「４．イ号説図における符合の説明　　　　　　　　　
　Ｉ：上段端子台
　II：下段端子台
　ｊ：圧着端子挿入部
　３：圧着端子
　３ａ：圧着端子の先側部
　１０，１５：ねじ付き座金
　１２，１７：ねじ
　１３，１８：導電端子
　１３ａ，１８ａ：ねじ穴
　２０，２１：突出部
　２１ａ：突出部２１の前側半部
　２１ｂ：突出部２１の奥側半部
　２１ｆ：上方に凸の円弧状上面
　２１ｇ：水平面
　２６：突出部２１の奥側半部２１ｂの左右の傾斜面
　３５：圧着端子３の先側部３ａの左右両側の傾斜面」（イ号説明書４ペー
ジ８ないし２４行）
　
（９）「【イ号説明図の簡単な説明】
　図１（Ａ）は、イ号物件全体の正面図、図１（Ｂ）は、側断面図、　図
１（Ｂ－１）は、図１（Ｂ）の一部拡大図、図１（Ｃ）は、上段端子台の一
部平面図である。
　図２－１(Ａ)は、本特許明細書の請求項７に係る発明の突出部１の上面と
圧着端子２との、圧着端子２挿入時の関係を模式的に示す側面図（本特許明
細書の図６参照）、図２－１（Ｂ）は、イ号物件の下段端子台IIの突出部
２１の上面と圧着端子３との、圧着端子３挿入時の関係を模式的に示す側面
図である。
　図２－２（Ａ）は、イ号物件の上段端子台Ｉの圧着端子２が圧着端子挿入
部ｊの正規位置に収まっているときの突出部２０と圧着端子２の先側部２ａ
との関係を模式的に示す平面図であり、図２－２（Ｂ）は、イ号物件の下段
端子台IIの圧着端子３が圧着端子挿入部ｊの正規位置に収まっているときの
突出部２１と圧着端子３の先側部３ａとの関係を模式的に示す平面図であ
る。



　図３（Ａ）は、イ号物件の下段端子台IIの突出部２１の側面形状を模式的
に拡大して示す側面図、図３（Ｂ）は、同突出部２１の前側半部２１ａの円
弧状上面と圧着端子２の先側部２ａとの、圧着端子挿入時の関係を模式的に
拡大して示すものである。」（イ号説明書４ページ２５ないし５ページ１４
行）
　
２　イ号説明図には、以下の事項が図示されている。
２－１　イ号物件の上段端子台Ｉ
（１）図１（Ｂ）、図１（Ｂ－１）及び図１（Ｃ）を合わせてみると、図
１（Ｂ－１）に符号１３で示される導電端子は、短冊状であり、図１（Ｃ）
に符号１３ａで示されるねじ穴１３ａが両側に設けられている。
　
（２）図１（Ｂ－１）、図１（Ｃ）及び図２－２（Ａ）を合わせてみると、
図１（Ｂ－１）に符号Ｉで示される上段端子台は、図１（Ｂ－１）及び図
１（Ｃ）に符号ｊで示される圧着端子挿入部を隔てる図１（Ｂ－１）、図
１（Ｃ）及び図２－２（Ａ）に符号ｗ１で示される隔壁を有する部材から
なっている。また、隔壁ｗ１を有する部材は、導電端子１３を保持してい
る。
　
（３）図１（Ｂ）、図１（Ｂ－１）、図１（Ｃ）及び図２－２（Ａ）を合わ
せてみると、隔壁ｗ１には、図１（Ｂ－１）、図１（Ｃ）及び図
２－２（Ａ）に符号２０で示される突出部が突出して設けられ、その突出部
２０は、その上面部が水平である。
　
２－２　イ号物件の下段端子台II
（１）図１（Ｂ－１）及び図１（Ｃ）を合わせてみると、図１（Ｂ－１）に
符号１８で示される導電端子は、側面からみて略Γ字形であり、図１（Ｃ）
に符号１８ａで示されるねじ穴が設けられている。なお、図２－１（Ｂ）
は、請求項７に係る発明に対応させて模式的に示す図であり、イ号物件の下
段端子台IIを正しく表していない。
　
（２）図１（Ｂ－１）、図１（Ｃ）及び図２－２（Ｂ）を合わせてみると、
図１（Ｂ－１）に符号IIで示される下段端子台は、圧着端子挿入部ｊを隔て
る図１（Ｂ－１）及び図２－２（Ｂ）に符号ｗ２で示される隔壁を有する部
材からなっている。また、隔壁ｗ２を有する部材は、導電端子１８を保持し
ている。
　
（３）図１（Ｂ－１）、図１（Ｃ）及び図２－２（Ｂ）を合わせてみると、
図１（Ｃ）及び図２－２（Ｂ）に符号３で示される圧着端子の左右に、隔壁
ｗ２が設けられ、また、隔壁ｗ２には図１（Ｃ）及び図２－２（Ｂ）に符号
２１で示される突出部が突出して設けられている。
　
（４）図１（Ｂ－１）、図１（Ｃ）、図２－２（Ｂ）、図３（Ａ）及び図
３（Ｂ）を合わせてみると、突出部２１は、圧着端子挿入部ｊの入口方向か
ら、図３（Ａ）及び図３（Ｂ）に符号２１ａで示される上方に凸の円弧状上
面部を有する前側半部と、図３（Ａ）及び図３（Ｂ）に符号２１ｂで示され
る水平な上面部を有する奥側半部とからなる。

３　イ号物件の認定
上記１、２－１及び２－２の事項からみて、イ号物件の構成は、本件特許発
明に則して記載すると次のとおりのものと認める。
３－１　イ号物件の上段端子台Ｉ
「（ａ１）両側に締結用のねじ穴１３ａを持つ短冊状の導電端子１３と、該
導電端子１３を保持する隔壁ｗ１を有する部材とを有する上段端子台Ｉにお
いて、
　（ｂ１）該隔壁ｗ１を有する部材に、圧着端子挿入部ｊに対して突出する
ように突出部２０が設けられ、
　（ｃ１）該突出部２０は、前記導電端子１３を挟んで隔壁ｗ１から突出
し、該隔壁ｗ１間の両側に設けられた突出部材であって、該突出部材は、そ
の上面部が水平である上段端子台Ｉ。」



　
３－２　イ号物件の下段端子台II
「（ａ２）締結用のねじ穴１８ａを持つ、側面からみて略Γ字形の導電端子
１８と、該導電端子１８を保持する隔壁ｗ２を有する部材とを有する下段端
子台IIにおいて、
　（ｂ２）該隔壁ｗ２を有する部材に、圧着端子挿入部ｊに対して突出する
ように突出部２１が設けられ、
　（ｃ２）該突出部２１は、前記導電端子１８を挟んで隔壁ｗ２から突出
し、該隔壁ｗ２間の両側に設けられた突出部材であって、該突出部材は、上
方に凸の円弧状上面部を有する前側半部２１ａと水平な上面部を有する奥側
半部２１ｂとからなる下段端子台II。」
　
第４　対比・判断
　イ号物件が本件特許発明に係る前記分説した各構成要件（Ａ）ないし
（Ｃ）を充足するか否かについて、以下に対比・判断する。
１　イ号物件の上段端子台Ｉ 　
１－１　構成要件（Ａ）の充足性について
　本件特許発明とイ号物件の上段端子台Ｉとを対比すると、後者の「導電端
子１３」は、前者の「導電端子」に相当し、後者の「導電端子１３を保持す
る隔壁ｗ１を有する部材」は、通常、端子間に設けられる隔壁を有する部材
は、絶縁材から構成されることは明らかであるので、前者の「導電端子を保
持する絶縁ユニット」ということができる。
　したがって、イ号物件の上段端子台Ｉは、本件特許発明の構成要件（Ａ）
を充足する。
　この点について、請求人と被請求人の間に争いはない。
　
１－２　構成要件（Ｂ）の充足性について
　本件特許発明とイ号物件の上段端子台Ｉとを対比すると、後者の「突出部
２０」は、圧着端子２の外形形状を規制して該圧着端子２が誤挿入される圧
着端子挿入部ｊに該圧着端子２がセットできないように設けられるものであ
ることはその形状からみて明らかであるから、前者の「圧着端子の外形形状
を規制して該圧着端子が誤挿入される圧着端子挿入口部に該圧着端子がセッ
トできないように突出している突出部」ということができる。
　したがって、イ号物件の上段端子台Ｉは、本件特許発明の構成要件（Ｂ）
を充足する。
　この点について、請求人と被請求人の間に争いはない。
　
１－３　構成要件（Ｃ）の充足性について
　構成要件（Ｃ）の「該ガイドリブ部は、その上面部が手前側で高く奥側で
低いテーパ状に形成されている」における「テーパ」について検討する。
　「テーパー」の一般的な用語の意味は「円錐状に直径が次第に減少してい
る状態。また、その勾配。尖錐。」（広辞苑第六版）であるが、本件特許発
明においては、上面部が手前側で高く奥側で低いテーパ状に形成されたガイ
ドリブ部は、本件特許明細書等の実施形態３をみる限り、上記一般的な用語
の意味である円錐状とは異なる形状に形成されている。すなわち、ガイドリ
ブ部の上面部は側面からみて、その断面が手前側で高く奥側で低い傾斜面と
して形成されており、この傾斜面が本件特許発明におけるテーパ状の上面部
を意味するものといえる。
　さらに、本件特許明細書等の実施形態３に関する「アンプ端子７の挿入を
容易にするために、上端面が斜め上から斜め下に傾くテーパを付ける。この
リブの高さはアンプ端子やねじのサイズによっても変わる。ねじの足先端と
リブの上端部とを面一にしておくと、アンプ端子７を少し斜めにしてその
テーパ面に沿って容易に挿入して所定値にセットできる。」（段落
【００６０】）、「即ち、図６に示すように、通常の端子台３０Ａでは、ガ
イドリブ部４１ａのテーパ面に沿って、アンプ端子７を、“１”→“２”→
“３”の順序で容易に挿入して、アンプ端子７のねじ用穴７ａをピンガイド
部材８の先端部８ａで貫通させて端子３のねじ穴２上にセットする。」（段
落【００６３】）及び【図６】によれば、ガイドリブ部のテーパ状の上面部
はアンプ端子をその上面部に沿わせることで所定値、すなわち、所定の場所
であるねじ穴にセットできるという機能を有するものであることがわかる。



　そうすると、イ号物件の上段端子台Ｉの「突出部材」は、その上面部が側
面からみて水平であるから、本件特許発明の「ガイドリブ部」、すなわち、
「上面部が手前側で高く奥側で低いテーパ状に形成されている」ものとは形
状が相違し、また、アンプ端子をその上面部に沿わせることで所定の場所で
あるねじ穴にセットできるという機能を奏するものでもない。
　したがって、イ号物件の上段端子台Ｉは、本件特許発明の構成要件（Ｃ）
を充足しない。
　構成要件（Ｃ）を充足しない点について、請求人と被請求人の間に争いは
ない。
　
１－４　まとめ
　以上のとおり、イ号物件の上段端子台Ｉは、本件特許発明の構成要件
（Ｃ）を充足していないから、本件特許発明の技術的範囲に属するものとは
いえない。
　この点について、請求人と被請求人の間に争いはない。
　
２　イ号物件の下段端子台II
２－１　構成要件（Ａ）の充足性について
　イ号物件の下段端子台IIは、導電端子１８は、側面からみて略Γ字形で
あって、図１（Ｂ－１）及び図１（Ｃ）に示すように、その途中で屈曲し、
導電端子１８は、図１（Ｂ－１）及び図１（Ｃ）を参酌しても、締結用のね
じ穴１８ａが一つであって、短冊状で両側に締結用のねじ穴を持つものでは
ない。
　したがって、イ号物件の下段端子台IIは、本件特許発明の構成要件（Ａ）
を充足しない。

　請求人及び被請求人は、導電端子１８に関し、導電端子１８が側面からみ
て略Γ字形である点及び締結用のねじ穴１８ａが一つしかない点を看過して
いるから、両者の主張は採用できない。
　
２－２　構成要件（Ｂ）の充足性について
　本件特許発明とイ号物件の下段端子台IIとを対比すると、後者の「隔壁
ｗ２を有する部材」は、通常、端子間に設けられる隔壁を有する部材は、絶
縁材から構成されることは明らかであるので、前者の「絶縁ユニット」とい
うことができ、後者の「突出部２１」は、圧着端子３の外形形状を規制して
該圧着端子３が誤挿入される圧着端子挿入部ｊに該圧着端子３がセットでき
ないように設けられるものであることはその形状からみて明らかであるか
ら、前者の「圧着端子の外形形状を規制して該圧着端子が誤挿入される圧着
端子挿入口部に該圧着端子がセットできないように突出している突出部」と
いうことができる。
　したがって、イ号物件の下段端子台IIは、本件特許発明の構成要件（Ｂ）
を充足する。
　この点について、請求人及び被請求人の間に争いはない。
　
２－３　構成要件（Ｃ）の充足性について
　イ号物件の下段端子台IIの「突出部材」は、圧着端子誤挿入規制のための
ものとなることは明らかであるから、該突出部材は、「前記導電端子を挟ん
で絶縁する隔壁から突出し、該隔壁間の片側または両側に設けられた圧着端
子誤挿入規制用」の部材ということができる。
　また、イ号説明書には、第３　１（７）に「圧着端子が下段端子台IIの圧
着端子挿入部ｊの入り口に、例えば少し前下がり（上向き）の傾斜状態で挿
入されると、圧着端子２は当初、突出部２１の入り口の円弧面に線接触して
支持され、その後、接触位置を奥側に移動させながら後側下がり（下向き）
になり、適宜の下向きの傾斜角度でねじ１７の下側に向けて挿入されてい
く」とあることから、突出部２１に設けられた突出部材は、圧着端子２をね
じ１７の下側に向けて導くものであるから、ガイド部材としても兼用されて
いる。
　そうすると、イ号物件の下段端子台IIの「突出部材」は、本件特許発明の
「ガイドリブ部」に相当する。
　そこで、イ号物件の下段端子台IIの「突出部材」は、側面からみて、上方



に凸の円弧状上面部を有する前側半部２１ａと、水平な上面部を有する奥側
半部２１ｂとからなるものであるが、イ号物件の下段端子台IIの前側半部
２１ａについて、さらに検討する。
　イ号物件の下段端子台IIの前側半部２１ａは、上方に凸の円弧状上面部を
有するものであるが、図１（Ｂ－１）、図３（Ａ）及び図３（Ｂ）によれ
ば、圧着端子挿入部ｊの入口方向からみて、入口側の凸部の頂点より高さが
低いところから凸部の頂点に向けて高さが高くなる部位（「以下、「前側半
部２１ａ１」という。）と、凸部の頂点から奥側半部との境界に向けて高さ
が低くなる部位（「以下、「前側半部２１ａ２」という。）とからなること
が示されている。
　そして、イ号物件の下段端子台IIの前側半部２１ａ１、前側半部２１ａ２
および奥側半部２１ｂからなる突出部材は、平面図である図１（Ｃ）及び図
２－２（Ｂ）の突出部２１における突出部材の平面形状をみても、突出部
２１における突出部材を構成する前側半部２１ａ１、前側半部２１ａ２およ
び奥側半部２１ｂが、圧着端子誤挿入規制として機能するために一体不可分
のものであることは明らかである。
　そうすると、イ号物件の下段端子台IIの「突出部材」は、上方に凸の円弧
状上面部を有する前側半部２１ａと水平な上面部からなる奥側半部２１ｂと
からなり、当該前側半部２１ａは、さらに圧着端子挿入部ｊの入口方向から
て、入口側の凸部の頂点より高さが低いところから凸部の頂点に向けて高さ
が高くなる部位（前記前側半部２１ａ１）、これに連続して凸部の頂点から
奥側半部との境界に向けて高さが低くなる部位（前記前側半部２１ａ２）か
らなり、前側半部２１ａ１、前側半部２１ａ２、後側半部２１ｂが一体不可
分に続くものである。
　よって、かかるイ号物件の下段端子台IIの「突出部材」の形状に照らせ
ば、イ号物件の下段端子台IIの「突出部材」は、本件特許発明の「ガイドリ
ブ部」、すなわち、「上面部が手前側で高く奥側で低いテーパ状に形成され
ている」ものとは形状が相違する。
　また、イ号説明書には、前述のように第３　１（７）に「圧着端子が下段
端子台IIの圧着端子挿入部ｊの入り口に、例えば少し前下がり（上向き）の
傾斜状態で挿入されると、圧着端子２は当初、突出部２１の入り口の円弧面
に線接触して支持され、その後、接触位置を奥側に移動させながら後側下が
り（下向き）になり、適宜の下向きの傾斜角度でねじ１７の下側に向けて挿
入されていく」とあるように、圧着端子２は、先端が突出部２１の円弧状上
面２１ｆに線接触して支持され、その後、圧着端子２が円弧状上面２１ｆに
線接触しながら滑ることで先端が水平上面２１ｇに届くと線接触し、圧着端
子２は円弧状上面２１ｆと水平上面部２１ｇの二点で支持されるものであ
り、ガイド部としては機能しているといえる。そうすると、イ号物件の下段
端子台IIの「突出部材」は上記のとおり、圧着端子２を支持するものであっ
て沿わせるものではないのに対して、本件特許発明は、ガイドリブ部のテー
パ状の上面部はアンプ端子をその上面部に沿わせて所定の場所にセットする
ものであるから（前記「１－３　構成要件（Ｃ）の充足性について」参
照）、イ号物件の下段端子台IIの「突出部材」は、本件特許発明のガイドリ
ブ部とその機能においても相違するものである。
　したがって、イ号物件の下段端子台IIは、本件特許発明の構成要件（Ｃ）
を充足しない。
　
　被請求人は、答弁書の８ページ１ないし１２行で「請求項７は、『ガイド
リブ部は、その上面部が手前側で高く奥側で低いテーパ状に形成されてい
る』と記載しており、ガイドリブ部が他の形状を追加することを拒む記載を
一切しておりません。他の形状の追加を拒むのであれば、『テーパ状のみで
形成されている』などの限定する言い方が必要であると考えます。したがっ
て、『その上面部が手前側で高く奥側で低いテーパ状』に他の構成が付加さ
れた構成は、本特許権の利用関係にあります。周知のように、特許請求の範
囲に記載する構成要件をすべて充足すれば特許発明の技術的範囲に入るた
め、イ号物件は奥側半部２１ｂの有無にかかわらず、前側半部２１ａを備え
た時点で特許発明の技術的範囲に入っております。前側半部２１ａに奥側半
部２１ｂを追加した突出部は、請求項７の発明を利用することになっており
ます。」旨主張している。
　イ号物件の下段端子台IIにおける突出部材は、凸部の頂点から奥側半部
２１ｂとの境界に向けて高さが低くなる部位（前述の「前側半部



２１ａ２」）以外にも、入口側の凸部の頂点より高さが低いところから凸部
の頂点に向けて高さが高くなる部位（前述の「前側半部２１ａ１」）及び奥
側半部２１ｂを一体不可分に有するものであるから、イ号物件の下段端子台
IIにおける「突出部材」と本件特許発明の「その上面部が手前側で高く奥側
で低いテーパ状に形成されている」「ガイドリブ部」とは、そもそも形状が
異なり、また、圧着端子を沿わせるものではなく、機能も異なることは上記
のとおりであるから、前者が後者の利用関係にあるとの被請求人の主張は採
用できない。
　
　また、被請求人は、答弁書の６ページ１９行ないし７ページ第６行で「さ
らに、請求人は同日に無効審判を請求しており（無効
２０１５－８００１２８）、甲第１号証（特開２００１－５２７７６号公
報）、甲第２号証（実開平６－７７１６５号公報）、甲第３号証（実公昭
５５－５５５００号公報）が挙げられております。被請求人は本特許権の請
求項７に係る発明に無効理由は無いと考えており、無効審判において詳述い
たしますが、請求人が挙げた甲第２号証に注目します。請求人が甲第２号証
で示したのは図７であり、符号２２で示される円弧面です（無効審判請求書
の参考図１の一部拡大図）。上記符号２２で示される円弧面は傾斜している
面であり、イ号物件の突出部の前側半部２１ａと同じであります。すなわ
ち、請求人はイ号物件の突出部の前側半部２１ａの形状が請求項７に記載す
る「テーパ状」に含まれることを認めております。したがって、イ号物件の
端子台ＩＩの突出部の前側半部２１ａは「ガイドリブ部は、その上面部が手
前側で高く奥側で低いテーパ状」の文言についてすべて満たします。」旨主
張している。
　この主張は、イ号物件の下段端子台IIにおける突出部材における前側半部
２１ａの前記前側半部２１ａ２に関するものであるが、上記のとおりイ号物
件の下段端子台IIにおいて、前記前側半部２１ａ１、前記前側半部
２１ａ２、及び奥側半部２１ｂとは一体不可分のものであって、イ号物件の
下段端子台IIにおける「突出部材」と本件特許発明の「ガイドリブ部」と
は、両者の形状及び機能も異なることは上記のとおりであるから、被請求人
の主張は採用することはできない。
　
２－４　まとめ
　以上のとおり、イ号物件の下段端子台IIは、本件特許発明の構成要件
（Ａ）及び（Ｃ）を充足していないから、本件特許発明の技術的範囲に属す
るものとはいえない。
　
３　まとめ
　以上のとおり、イ号物件の上段端子台Ｉ及びイ号物件の下段端子台IIは、
いずれも本件特許発明の技術的範囲に属するものとはいえない。
　
第５　むすび
　したがって、イ号物件は、本件特許発明の技術的範囲に属しない。
　よって、結論のとおり判定する。

平成２７年１０月２９日
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